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文
学
部
（
廣
瀬
玲
子
学
部

長
）
の
創
立
50
周
年
を
記
念

す
る
祝
賀
会
が
12
月
６
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。

　
文
学
部
と
、
文
学
部
改
組

に
よ
り
２
０
１
０
年
度
に
独

立
し
た
人
間
科
学
部
（
山
上

精
次
学
部
長
）
の
教
員
ら
約

１
０
０
人
が
和
や
か
に
歓

談
、
半
世
紀
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
未
来
へ
向
け
て
抱
負

を
語
り
合
っ
た
。

　
会
で
は
、
佐
々
木
重
人
学

長
、
日
髙
義
博
理
事
長
、
小

宮
多
喜
次
校
友
会
長
ら
の
祝

辞
が
続
い
た
。

　
同
学
部
で
は
創
立
50
周
年

記
念
企
画
実
施
委
員
会
実
行

委
員
長
の
荒
木
敏
夫
教
授
の

も
と
、
１
年
間
に
わ
た
っ
て

各
学
科
の
特
徴
を
生
か
し
た

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

展
示
、
演
劇
、
出
張
授
業
な

ど
を
実
施
し
て
き
た
。

　
こ
の
日
は
そ
の
企
画
運
営

に
尽
力
し
た
関
係
者
も
参
加

し
、
教
員
の
代
表
か
ら
発
表

が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
50
周
年
企
画
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
扉
に
登
場
し

た
「
文ぶ

ん

質し
つ

彬ひ
ん

彬ぴ
ん

」
を
揮
ご
う

し
た
仲
川
恭
司
名
誉
教
授
が

廣
瀬
文
学
部
長
に
作
品
を
贈

呈
し
た
。

　
法
学
研
究
所
（
森
川
幸
一

所
長
）
は
、「
学
生
と
市
民

の
た
め
の
公
開
講
座
」
と
し

て
今
年
度
、
新
シ
リ
ー
ズ

「
現
場
か
ら
の
法
律
学
・
政

治
学
」
を
開
始
し
た
。
国
際

法
、
刑
事
法
、
地
域
行
政
の

３
分
野
の
第
一
線
か
ら
報
告

者
を
招
き
、
現
場
が
直
面
す

る
問
題
を
聞
き
、
法
学
部
の

教
員
が
解
説
す
る
。

　
12
月
10
日
は
「
地
域
行
政

の
現
場
か
ら
」
と
し
て
東
京

都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談

援
助
課
長
の
上
川
光
治
氏
が

児
童
相
談
所
の
現
状
を
報

最
終
講
義
ご
案
内

◆
梶
原
勝
美
商
学
部
教
授

１
月
21
日
（
土
）
13
時
５
分

〜生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
１
３
教

室

溝
田
名
誉
教
授
を 

鍛
造
協
会
が
表
彰 

 

人
材
育
成
に
貢
献

　
中
小
企
業
論
、
経
営
学
を

専
門
と
す
る
溝
田
誠
吾
名
誉

教
授
が
日
本
鍛
造
協
会
（
八

木
議
廣
会
長
）
か
ら
功
労
者

表
彰
を
受
け
た
。
11
月
30

日
、
東
京
都
千
代
田
区
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
感
謝
状
と

盾
な
ど
が
贈
ら
れ
た

写

真
。

　
溝
田
名
誉
教
授
は
長
年
に

わ
た
っ
て
鍛
造
業
界
の
人
材

育
成
に
貢
献
し
、
特
に
経
営

マ
イ
ン
ド
を
も
っ
た
技
術
者

の
育
成
に
尽
力
。
東
京
都
認

定
職
業
訓
練
の
「
鍛
造
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
育
成
塾
」
講
師
な

ど
を
務
め
て
き
た
。「
鍛
造

な
ど
素
形
材
技
術
は
日
本
の

も
の
づ
く
り
の
基
盤
を
支
え

て
き
た
重
要
な
も
の
。
今
後

も
業
界
の
発
展
に
、
少
し
で

も
寄
与
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

韓
国
の
法
と
社
会 

公
開
シ
ン
ポ
開
催

　
法
学
研
究
所
は
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
韓
国
の
法
と
社

会
・
歴
史
　
わ
れ
わ
れ
は
、

な
ぜ
韓
国
法
に
学
ぶ
の
か
」

を
開
催
す
る
。
３
部
展
開

で
、
講
師
報
告
の
あ
と
本
学

教
員
が
コ
メ
ン
ト
を
す
る
。

▽
２
月
４
日
（
土
）
10
時
30

分
〜
16
時
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
３
０
１
教
室
▽
第
１
部

「
韓
国
の
裁
判
制
度
に
お
け

る
《
司
法
の
政
治
化
》
と
い

う
現
象
」
岡
克
彦
福
岡
女
子

大
学
教
授
▽
第
２
部
「
韓
国

の
統
治
機
構
｜
《
大
統
領

制
》
と
《
憲
法
裁
判
所
》」

國
分
典
子
名
古
屋
大
学
教
授

▽
第
３
部
「
変
革
期
の
《
家

族
》
と
法
」
青
木
清
南
山
大

学
教
授
※
入
場
無
料
、
事
前

申
し
込
み
の
必
要
な
し

旴
法
学
研
究
所
事
務
局
☎
０

３
・
３
２
６
５
・
６
８
８
８

E-mail

：houken@isc.

senshu-u.ac.jp

告
。
鈴
木
潔
法
学
部
准
教
授

（
公
共
政
策
）
が
コ
メ
ン
ト

し
た
。

　
全
国
の
児
童
相
談
所
が
２

０
１
５
年
度
に
対
応
し
た
児

童
虐
待
の
件
数
は
、
前
年
度

比
16
％
増
の
10
万
３
２
６
０

件
で
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
児
童
相
談
所
の
増

設
や
児
童
福
祉
司
の
増
員
な

ど
の
対
応
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
。

　
上
川
氏
は
児
童
相
談
所
の

体
制
強
化
と
と
も
に
区
市
町

村
の
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え

た
。
ま
た
日
ご
ろ
か
ら
児
童

虐
待
の
兆
候
を
い
ち
早
く
把

握
で
き
る
よ
う
、
地
域
社
会

が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
語
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
鈴
木
准
教
授
は
関
係

機
関
の
連
携
に
つ
い
て
「
職

員
同
士
が
顔
の
見
え
る
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
」

と
語
っ
た
。

　
会
場
か
ら
「
児
童
虐
待
で

は
な
い
か
と
の
通
報
が
あ
っ

た
場
合
、
安
全
確
認
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
」

の
質
問
に
、
上
川
氏
は
「
学

校
な
ど
を
通
じ
て
迅
速
に
確

認
し
対
策
を
講
じ
て
い
る
」

と
応
じ
た
。

　
そ
の
他
の
２
講
演
の
報
告

者
は
次
の
通
り
。

　
▽
10
月
22
日
「
法
制
度
か

ら
み
た
日
本
の
領
域
警
備
」

中
村
進
氏
（
海
上
自
衛
隊
幹

部
学
校
主
任
研
究
開
発
官
、

一
等
海
佐
）
▽
11
月
26
日

「
少
年
補
導
の
現
場
か
ら
」

小
松
直
人
氏
（
警
視
庁
警
察

官
、
警
部
）

第
１
回
講
座
で
森
川
所
長
（
左
）
と

中
村
氏

10
月
22
日

参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
上
川
氏（
右
）。

左
が
鈴
木
准
教
授

12
月
10
日

法
学
研
究
所
「
現
場
か
ら
の
法
律
学
・
政
治
学
」

増
加
す
る
児
童
虐
待

 

第
一
線
か
ら
報
告

社
会
科
学
研
が 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
社
会
科
学
研
究
所
（
村
上

俊
介
所
長
）
の
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
格
差
の
諸
相
｜

〝
分
断
社
会
〞
を
越
え
て

｜
」
が
11
月
26
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　「
分
断
社
会
」
に
つ
い
て

論
じ
注
目
を
集
め
て
い
る
慶

応
大
学
経
済
学
部
の
井
手
英

策
教
授
（
財
政
社
会
学
）
と

本
学
経
済
学
部
の
福
島
利
夫

教
授
（
経
済
統
計
学
）
、
高

橋
祐
吉
教
授
（
労
働
経
済

論
）、
小
池
隆
生
准
教
授
（
社

会
保
障
論
）
の
４
氏
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら

「
格
差
」に
つ
い
て
論
じ
た
。

　
井
手
慶
大
教
授
は
、
１
９

９
７
、
98
年
を
境
に
所
得
格

差
が
顕
在
化
し
、
そ
れ
に
伴

う
危
機
感
は
中
間
層
で
深
刻

化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

た
。
さ
ら
に
、
格
差
是
正
の

た
め
の
所
得
再
分
配
が
、
よ

り
豊
か
な
者
か
ら
よ
り
貧
し

い
者
へ
の
所
得
移
転
で
は
、

よ
り
豊
か
な
者
に
は
「
奪
わ

れ
た
」
と
い
う
意
識
が
生
ま

れ
、
そ
れ
が
分
断
社
会
を
作

る
と
指
摘
。
そ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
は
一
律
同
率
課
税
に
よ

る
定
額
現
物
（
教
育
、
医
療

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
）
の
給
付

に
よ
っ
て「
誰
も
が
受
益
者
」

に
す
れ
ば
よ
い
と
論
じ
た
。

　
福
島
教
授
は
、
統
計
数
値

を
示
し
、
98
年
ご
ろ
か
ら
従

来
の
「
日
本
型
企
業
社
会
」

が
終
焉
し
は
じ
め
、
個
人
の

孤
立
が
進
ん
だ
と
指
摘
、
今

後
は
「
人
間
」
に
値
す
る
生

活
権
の
た
め
、
地
縁
・
血
縁

・
社
縁
で
は
な
く
、
公
共
部

門
や
非
営
利
協
同
部
門
に
よ

る
公
縁
・
協
縁
社
会
へ
向
か

う
べ
き
だ
と
提
言
し
た
。

　
高
橋
教
授
は
、
従
来
の

「
無
期
雇
用
」
は
、
労
働
者

の
労
働
力
を
商
品
化
す
る
と

い
う
「
無
理
」
を
緩
和
す
る

た
め
だ
っ
た
の
だ
が
、
現
代

で
は
有
期
雇
用
の
非
正
規
社

員
が
増
大
し
、「
身
分
化
」

し
て
い
る
現
実
を
指
摘
し
、

差
別
的
雇
用
制
度
の
改
革
、

「
生
活
者
と
し
て
の
人
間
」

像
へ
の
転
換
、
最
低
賃
金
の

大
幅
な
改
善
を
提
唱
し
た
。

　
小
池
准
教
授
は
、
ピ
ー
タ

ー
・
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
の「
剥

奪
的
貧
困
」
概
念
を
手
が
か

り
に
報
告
。「
剥
奪
的
貧
困
」

と
は
、「
絶
対
的
貧
困
」
や

「
相
対
的
貧
困
」
の
よ
う
な

所
得
を
基
準
と
し
た
貧
困
の

説
明
で
は
な
く
、
雇
用
、
家

庭
生
活
、
地
域
社
会
、
社
会

参
加
、
余
暇
、
教
育
な
ど
の

局
面
で
、
本
来
の
「
人
の
権

利
」
が
「
奪
わ
れ
て
い
る
か

否
か
」
を
規
準
と
す
る
。

　
報
告
で
は
、
こ
の
剥
奪
的

貧
困
を
解
消
す
る
た
め
に

「
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
現
物
給

付
が
求
め
ら
れ
る
」
と
語
っ

た
。

右からドゥック副院長、ロン氏、佐々木学長

講
演
後
、
４
氏
が
会
場
か
ら

の
質
問
に
答
え
た
（
右
か
ら

井
手
氏
、
福
島
教
授
、
高
橋

教
授
、
小
池
准
教
授
）

格
差〝
分
断
社
会
〞
を
ど
う
変
革
す
る
か

　
専
修
大
学
と
組
織
間
の
交

流
を
も
つ
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科

学
院
の
フ
ァ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・

ド
ゥ
ッ
ク
副
院
長
が
来
学

し
、
佐
々
木
重
人
学
長
と
意

見
交
換
を
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム

社
会
科
学
院
は
政
府
直
属
の

社
会
科
学
分
野
の
研
究
機

関
。

ド
ゥ
ッ
ク
副
院
長
ら
一
行
４

人
は
12
月
19
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
れ
、
佐
々
木
学

長
、
金
子
洋
之
副
学
長
、
研

究
機
関
が
組
織
間
協
定
を
結

ぶ
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー

の
原
田
博
夫
研
究
代
表
（
経

済
学
部
教
授
）、
社
会
科
学

研
究
所
の
村
上
俊
介
所
長

（
経
済
学
部
教
授
）、
髙
橋

裕
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長

（
商
学
部
教
授
）
ら
と
懇

談
。
こ
れ
ま
で
の
交
流
実
績

を
踏
ま
え
包
括
的
な
国
際
交

流
協
定
の
実
現
を
目
指
し
、

前
向
き
な
話
し
合
い
が
な
さ

れ
た
。

　
ま
た
16
日
に
は
、
社
会
科

学
研
究
所
の
特
別
研
究
会
に

参
加
し
、
ド
ゥ
ッ
ク
副
院
長

が
講
演
し
た
。

　
訪
問
中
、
通
訳
を
務
め
た

チ
ャ
ン
・
ホ
ア
ン
・
ロ
ン
氏

は
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
の

イ
ン
ド
西
南
ア
ジ
ア
研
究
所

で
政
治
安
全
保
障
研
究
室
長

を
務
め
て
い
る
。
２
０
０
７

年
10
月
か
ら
１
年
半
、
本
学

大
学
院
に
国
費
留
学
し
、
元

文
学
部
教
授
の
新
井
勝
紘
研

究
室
で
日
本
近
・
現
代
史
の

研
究
に
励
ん
だ
。

ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
副
院
長
来
学

 

佐
々
木
学
長
と
意
見
交
換

仲
川
名
誉
教
授
（
右
）
か
ら
廣
瀬
学
部
長
に
作
品
が
贈
呈
さ
れ
た

記念企画の一環で一人芝居を披露した柴田義之さん（中央）と

山本隆世さん（左）。川上隆志教授が当日の様子を紹介

半
世
紀
の
歩
み
語
り
合
う

記念祝賀会

文学部が創立50周年


